
動

向

中
国
史
の
時
代
区
分
論
展
望

ま
え
が
き

i
日
本
人
の
古
代
区
分
－

内
　
藤
　
戊
　
申

　
一
九
五
七
年
五
月
に
『
申
圏
史
の
時
代
区
分
』
（
東
大
再
版
会
、
三
七
ヨ
頁
）
が

刊
行
さ
れ
た
。
編
者
は
中
墨
史
分
期
論
（
中
国
入
は
時
代
区
分
を
分
期
と
い
う
）

の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
鈴
木
俊
・
西
島
定
生
の
両
氏
で
あ
る
。
二
部
に
分
れ
て
お

り
、
第
一
部
は
、
一
九
五
〇
年
歯
に
来
朝
し
た
萌
伯
饗
氏
一
行
と
の
座
談
会
や
、

鶉
手
の
孝
養
論
展
望
の
講
演
原
稿
の
邦
訳
、
発
揚
の
持
参
し
た
原
稿
（
十
八
世

紀
上
半
期
の
祉
会
経
済
）
の
邦
訳
な
ど
、
第
二
部
は
西
島
定
生
・
田
申
正
俊
。

佐
伯
有
一
諸
氏
の
展
望
的
論
文
な
ど
か
ら
成
っ
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
以
後
中

国
学
界
に
起
っ
て
き
た
分
喜
憂
の
主
要
テ
ー
マ
は
、
周
知
の
通
り
古
史
分
徳
論

一
奴
隷
制
蒔
代
と
封
建
制
蒔
代
の
劃
分
、
近
代
愛
分
期
論
1
「
近
代
」
を
細
分

す
る
調
講
論
、
資
本
主
義
蕊
芽
問
題
の
ヨ
つ
で
あ
る
。
西
島
氏
は
古
史
分
期
を

扱
い
、
田
申
・
佐
伯
両
氏
は
資
本
主
義
繭
芽
問
題
を
扱
か
つ
た
。
近
代
史
分
期

は
何
故
か
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
近
代
史
三
期
に
つ
い
て
私
は
今
年
の
東
洋

史
談
話
会
で
そ
の
問
題
点
を
発
表
し
た
。
と
に
か
く
こ
の
書
は
こ
の
点
で
申
蟹

学
界
分
期
論
の
、
鋤
向
の
全
貌
を
示
し
た
も
の
と
轄
い
え
な
卦
よ
う
で
あ
る
。

一
口
に
い
え
ば
、
こ
の
書
は
第
一
部
が
示
す
よ
う
に
、
鶉
氏
～
行
来
朝
の
記
念

出
版
で
あ
り
、
そ
れ
を
機
会
に
歴
研
派
（
こ
の
名
は
実
状
に
合
っ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
だ
が
）
の
分
期
論
に
対
す
る
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
部
の
各
論
文
は
い
ず
れ
も
学
説
塑
脳
天
豊
の
形
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
展

望
と
し
て
も
大
い
に
役
に
は
立
つ
が
、
し
か
し
目
的
が
展
望
そ
の
も
の
だ
け
に

あ
る
わ
け
で
な
い
か
ら
、
ふ
つ
う
の
展
望
と
し
て
は
や
や
不
完
全
な
も
の
に
な

っ
て
い
る
。
各
篇
の
終
り
に
か
な
り
詳
し
い
関
係
文
献
鼠
録
が
つ
い
て
い
る
が
、

そ
の
す
べ
て
が
、
望
み
得
る
最
上
の
も
の
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か

し
著
い
田
中
正
俊
・
佐
伯
有
一
両
氏
の
二
篇
は
な
か
な
か
の
力
作
で
あ
る
。
と

に
か
く
こ
の
書
は
わ
が
圏
で
は
じ
め
て
刊
行
さ
れ
た
中
国
塑
分
期
論
の
専
著
で

あ
り
、
大
い
に
慶
賀
す
べ
き
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
わ
が
国
で
は
、
近
年

分
期
的
考
証
の
論
文
は
次
第
に
多
く
な
っ
て
は
き
た
も
の
の
、
分
期
論
そ
の
も

の
は
、
ま
だ
ま
だ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
一
方
中
国
の
分
骨
論
は
、
一
九
五
四
年
ご
ろ
か
ら
活
濃
に
な
り
は
じ
め
た
の

だ
が
、
　
年
を
逐
う
て
い
よ
い
よ
盛
で
あ
る
。
　
景
近
一
立
聞
に
発
表
さ
れ
た
論

文
・
報
告
だ
け
で
も
六
〇
篇
近
く
に
上
っ
て
い
る
。
　
一
九
五
〇
年
か
ら
の
総
計

は
、
私
の
概
算
で
は
二
五
〇
種
ぐ
ら
い
に
な
る
。
と
て
も
一
入
の
人
間
が
消
化

で
き
る
数
で
は
な
い
。
だ
が
さ
い
わ
い
い
く
つ
か
の
展
望
が
出
て
い
る
。
古
史

分
期
論
に
は
、

　
林
純
夫
「
関
於
中
国
古
代
史
分
期
問
題
」
（
「
科
学
通
報
」
　
｝
九
五
五
・
四
）

　
江
泉
「
関
子
申
国
歴
史
上
奴
隷
論
叢
封
建
制
分
期
問
題
的
討
論
」
（
「
新
華
半

　
月
刊
」
　
一
九
五
五
。
一
七
）

　
林
甘
泉
「
申
国
の
歴
史
に
於
け
る
奴
隷
㎝
惣
社
△
蛍
と
封
建
制
社
全
一
の
時
代
区
分

　
に
つ
卦
て
の
論
…
争
」
（
「
入
心
中
属
」
一
九
五
六
。
九
）
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林
甘
泉
氏
の
日
本
語
文
の
分
は
江
泉
氏
の
抄
訳
で
あ
る
。

　
蕩
伯
饗
「
関
於
中
通
歴
史
分
室
問
題
」
（
「
東
洋
史
研
究
」
一
四
．
四
、
一
九

　
帰
血
山
ハ
・
一
二
）

　
難
七
号
「
中
國
史
の
時
代
区
分
の
問
題
に
つ
い
て
」
（
『
中
國
史
の
時
代
区
分
』

　
一
九
五
七
所
収
）

期
氏
来
朝
の
折
の
講
演
原
稿
で
あ
っ
て
、
後
者
は
前
者
の
翻
訳
で
あ
る
。
こ
の

展
望
は
古
塑
だ
け
で
な
く
簡
単
な
が
ら
近
代
塑
・
資
本
主
義
繭
芽
閥
題
も
扱
っ

て
い
る
。

　
西
島
定
夫
「
申
国
古
代
社
会
の
構
造
的
特
質
に
関
す
る
問
題
点
」
（
『
中
国
史

　
の
時
代
区
分
』
所
収
）

は
、
一
九
五
二
年
ご
ろ
ま
で
の
主
要
掌
説
を
よ
く
ま
と
め
て
あ
る
が
、
最
近
の

論
争
に
は
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
展
望
の
日
本
学
界
の
部
分
は
詳
し

く
も
あ
り
、
ま
と
ま
り
が
よ
い
。
だ
が
こ
れ
も
最
近
の
論
丈
に
は
及
ん
で
い
な

い
。
資
本
主
義
繭
芽
問
題
で
は
、
す
で
に
二
隠
の
論
集
（
一
九
五
七
。
三
）
が

出
て
い
る
が
、
展
望
と
し
て
は
、

　
「
関
予
中
国
噛
貧
本
主
紬
二
野
芽
問
顎
【
的
討
論
」
（
「
新
建
設
」
一
九
五
六
。
六
）

　
杜
宵
パ
「
同
語
題
名
」
（
「
歴
史
研
究
」
　
｛
九
五
六
・
七
）

　
田
申
正
俊
「
中
豊
歴
史
学
界
に
お
け
る
資
本
主
義
繭
芽
研
究
」
（
『
中
国
窪
め

，
時
代
区
分
』
所
収
）

三
つ
の
う
ち
田
中
氏
の
も
の
が
よ
い
。
近
代
霜
露
期
論
は
最
近
ま
で
の
一
六
篇

ぜ
ん
ぶ
が
近
代
愛
分
期
問
題
討
論
藥
（
一
九
五
七
・
五
）
に
入
っ
て
い
る
。
展
．

望
に
は
、
栄
生
源
「
関
予
申
爵
近
代
史
弘
仁
問
題
的
討
論
」
が
あ
る
。
以
上
い

ず
れ
も
テ
ー
マ
別
の
展
望
で
あ
っ
て
、
分
期
論
ぜ
ん
た
い
を
見
透
し
た
展
整
は

一
つ
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
中
国
掌
界
の
分
期
論
争
の
あ
り
方
、
例
え
ば
そ
の

テ
ー
マ
の
偏
り
方
な
ど
を
論
じ
た
も
の
は
ま
だ
現
わ
れ
て
い
な
い
。
お
か
し
な

こ
と
だ
が
何
か
理
由
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
と
思
わ
れ
る
．

　
こ
の
「
展
望
」
類
の
文
献
目
録
は
、
最
初
本
稿
に
お
い
て
中
国
学
界
の
展
望

　
ま
で
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
ま
え
お
き
と
し
て
付
け
加
え
た
も
の

　
3
2
～
が
、
結
局
本
稿
で
は
中
国
学
界
ま
で
言
及
で
き
な
か
っ
た
の
で
不
要
に
な

　
つ
た
。
し
か
し
圃
学
者
の
手
引
と
し
て
便
利
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
、
不

　
体
裁
だ
が
や
は
り
残
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
。

　
な
お
つ
い
で
に
お
知
ら
せ
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
申
国
で
は
「
百
家
争
鳴
」

の
方
針
に
沿
っ
て
、
学
界
に
お
い
て
は
分
離
諸
説
が
大
い
に
争
鳴
し
て
い
る
が
、

学
校
の
教
学
方
針
は
と
う
と
う
学
毒
の
結
論
が
出
る
の
を
待
ち
兼
ね
て
、
一
九

五
六
年
に
掌
界
と
は
べ
つ
に
教
学
の
方
針
ど
し
て
一
つ
の
説
を
採
用
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
古
史
画
期
で
は
郭
沫
重
氏
の
西
周
奴
隷
説
を
、
近

代
史
分
期
で
は
、
階
級
闘
争
を
分
期
標
準
と
す
る
三
分
説
が
そ
れ
で
あ
る
。
郭

氏
の
古
二
分
期
で
は
具
体
的
な
劃
期
の
年
代
は
前
五
〇
九
年
（
魯
国
初
税
畝
）

か
ら
前
三
五
九
年
（
商
鞍
変
法
）
ま
で
の
は
ば
が
あ
る
の
で
、
教
学
大
綱
は
だ

い
た
い
商
鞍
変
法
を
区
切
り
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
近
代
史
で
は
、

近
代
を
通
説
ど
お
り
一
八
四
〇
年
か
ら
一
九
一
九
年
（
五
四
運
動
）
ま
で
と
し
、

太
平
天
国
・
義
和
団
・
五
四
運
動
の
三
大
革
命
運
動
を
標
識
と
し
て
一
八
六
四

年
。
一
九
〇
一
年
を
も
つ
て
「
近
代
」
を
董
分
す
る
案
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
れ

ら
の
い
き
さ
つ
は
「
歴
愛
研
究
」
　
（
一
九
五
六
・
七
、
　
一
〇
）
に
報
告
さ
れ
て

い
る
。
一
旦
決
定
し
て
全
国
に
拡
ま
っ
て
し
ま
っ
た
暁
に
は
、
学
説
の
良
否
に

か
か
わ
ら
ず
、
容
易
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
中
國
の
よ
う
に
政
治
が
優
先
す
る
国
柄
で
は
分
期
論
の
将
来
も
山
が
み

え
た
感
じ
が
す
る
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
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日
本
の
中
国
臭
時
代
区
分
論

　
日
本
の
諸
説
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
私
は
「
東
洋
史
の
時
代
区
分
論
」
（
「
愛

知
大
学
文
学
論
叢
」
九
、
一
「
。
　
帖
九
五
四
、
五
五
）
に
学
説
塑
の
輪
廓
を
展

乏
し
、
最
近
西
島
定
生
氏
が
上
述
の
論
交
で
再
説
し
た
か
ら
、
新
た
に
つ
け
加

え
る
こ
と
は
少
な
い
。
そ
の
上
長
は
本
稿
の
た
め
に
特
に
日
本
人
の
最
近
の
論

丈
を
勉
強
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
の
で
、
既
存
の
展
望
に
多
少
の
補
説
を
加
え

る
程
度
に
し
て
お
き
た
い
。
郭
沫
若
二
男
伯
蟹
氏
一
行
の
来
朝
（
一
九
五
四
）

い
ら
い
日
本
の
東
洋
史
学
界
ぜ
ん
た
い
が
分
争
論
に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
考
証
的
な
論
文
で
、
分
書
の
た
め
に
択
ん
だ
テ
ー
マ

の
も
の
や
、
考
証
の
過
程
や
結
論
に
お
い
て
分
期
論
に
関
係
さ
せ
た
も
の
が
多

く
な
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
諸
論
文
を
分
点
論
的
に
ま

と
め
て
展
転
す
る
こ
と
も
是
非
一
度
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
西
島

氏
の
論
文
の
扱
っ
て
い
る
最
近
の
部
分
は
自
説
に
対
す
る
批
判
、
再
批
判
な
ど

だ
け
に
終
始
し
て
お
り
、
年
次
的
に
も
一
九
五
五
年
で
終
っ
て
い
る
が
、
展
望

の
必
要
な
の
は
じ
つ
は
五
五
年
以
後
な
の
で
あ
る
。
佐
伯
有
一
氏
の
交
献
目
録

に
は
発
表
年
次
が
示
し
て
な
い
の
で
不
便
だ
が
、
い
ま
私
は
一
々
調
べ
て
い
る

暇
が
な
い
。

　
嚢
説
話
の
要
約
中
国
で
は
民
国
い
ら
い
の
霞
由
主
義
（
じ
つ
は
明
治
の
開

化
主
義
と
同
質
）
は
つ
い
に
有
力
な
分
曲
論
を
結
実
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

宙
由
主
義
一
て
の
も
の
も
、
最
近
は
例
の
五
胡
適
論
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
完
全

に
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
わ
ず
か
に
台
湾
に
残
っ
た
人
の
中
か
ら
、
鶴
え
ば

銭
穆
「
中
国
社
会
階
上
の
時
代
区
分
に
つ
い
て
」
（
「
東
方
学
」
～
二
、
一
九
五

六
・
六
）
の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
日
本
で
は

国
箆
学
界
は
い
ざ
知
ら
ず
、
東
洋
史
学
は
比
較
的
自
由
な
立
場
が
永
く
続
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
う
　
　
た

清
朝
の
減
亡
と
畏
團
革
命
の
変
動
を
強
く
歴
寅
的
に
意
識
し
た
の
は
中
国
入
自

身
よ
り
は
む
し
ろ
こ
れ
ら
自
由
主
義
的
な
東
洋
史
学
者
だ
つ
た
。
そ
こ
か
ら
京

都
掌
派
の
分
期
論
が
生
れ
た
。
一
九
こ
七
年
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
團
際
的
な
ア

ジ
ア
的
生
産
様
式
論
争
は
そ
の
後
日
本
に
も
波
及
し
、
そ
の
論
者
た
ち
に
よ
っ

て
「
九
三
〇
年
代
に
、
唯
物
毒
忌
に
よ
る
申
国
更
の
三
期
が
日
本
で
始
め
て
試

み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
専
門
の
東
洋
吏
学
者
で
な
か
っ
た
の
で
、
す
で
に
高

い
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
た
宙
ハ
洋
史
学
者
に
は
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
戦
後
の
変

動
期
は
長
ら
く
抑
え
つ
け
ら
れ
て
い
た
革
新
的
歴
史
学
者
の
絶
好
の
活
躍
舞
台

だ
つ
た
。
と
く
に
日
本
塑
学
者
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
か
っ
た
が
、
戦
後
の
一
傾

向
で
あ
る
臼
本
史
・
西
洋
史
。
東
洋
史
学
者
の
共
同
作
業
の
中
か
ら
、
一
九
四

八
年
ご
ろ
生
れ
て
き
た
の
が
歴
研
派
の
分
期
近
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
学
説
の

実
証
の
未
完
成
さ
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
が
実
践
意
識
に
よ
る
分
期
説
で
あ
る
と

こ
ろ
に
大
き
い
意
義
が
あ
っ
た
。

　
京
都
学
派
の
生
れ
る
前
か
ら
日
本
に
は
東
洋
変
の
分
期
が
あ
る
に
は
あ
っ
た
。

近
年
和
田
活
　
氏
が
再
確
認
さ
れ
（
『
東
洋
中
世
史
』
序
、
　
一
九
五
三
）
、
鈴
木
俊

氏
が
一
説
と
し
て
あ
げ
て
い
る
　
（
『
世
界
各
国
瓦
焼
。
中
国
史
』
序
説
、
　
　
九

五
四
）
も
の
が
そ
の
「
つ
で
あ
り
、
恐
ら
く
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
古
・

近
の
概
念
に
よ
る
二
分
説
で
、
歴
塑
の
大
勢
を
鳥
流
す
る
立
場
で
あ
り
、
現
代

意
識
は
皆
無
で
あ
る
こ
と
が
一
つ
の
特
色
で
あ
る
。
ヨ
～
ロ
ッ
パ
入
の
活
躍
が

申
国
に
影
響
し
始
め
た
清
か
ら
を
近
世
と
し
、
そ
れ
以
前
の
古
風
な
時
代
を
、

上
古
（
秦
以
前
）
中
古
（
唐
ま
で
）
近
古
（
明
ま
で
）
の
三
期
に
わ
け
る
も
の

で
、
こ
れ
は
学
界
の
申
心
を
な
し
て
い
た
那
珂
通
世
・
桑
原
陥
蔵
の
諸
民
い
ら

い
の
通
説
だ
と
い
う
。
r
日
本
の
大
陸
進
出
、
と
く
に
鳶
頭
進
出
を
背
景
と
し
て

明
治
末
年
か
ら
支
那
炭
が
東
洋
鎚
に
な
っ
た
。
堵
時
濫
∵
鮮
。
西
域
史
の
研
究
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が
勃
興
し
て
き
た
の
ば
、
最
近
東
大
に
爾
海
史
が
興
っ
て
き
か
け
て
い
る
の
と

同
じ
く
、
多
分
に
国
家
の
政
策
を
反
映
し
て
い
た
。
国
策
が
強
く
打
出
さ
れ
た

一
九
三
五
年
ご
ろ
か
ら
は
、
東
洋
史
の
地
理
的
範
囲
と
隣
期
区
分
に
も
諸
説
が

多
く
な
っ
て
き
た
が
ふ
そ
の
有
様
は
杉
本
直
治
郎
「
東
洋
史
上
に
於
け
る
時
代

区
分
の
再
検
討
と
時
局
の
認
識
」
（
『
世
界
の
現
勢
よ
り
見
た
る
史
的
論
叢
』
　
…

九
三
九
）
に
詳
し
い
。
　
「
東
洋
史
」
の
分
期
は
、
中
國
内
部
の
変
遷
の
ほ
か
に
、

周
辺
民
族
と
の
関
係
を
一
つ
の
大
き
な
墓
準
と
し
て
い
る
の
が
重
要
な
特
色
で

あ
る
。
過
去
の
「
東
洋
塑
」
の
分
野
は
、
中
期
で
は
あ
っ
た
が
盤
上
論
で
は
な

か
っ
た
。
説
明
は
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
は
必
ず
し
も
無
内
容
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。

　
京
都
学
派
の
分
期
論
の
構
想
の
起
源
は
、
文
献
的
に
は
、
内
藤
湖
南
『
支
那

論
』
（
一
九
一
四
）
ま
で
繋
り
得
る
。
ま
と
ま
っ
た
著
書
と
し
て
は
稲
葉
岩
福
二

（
鉱
山
）
『
支
那
政
治
史
綱
領
』
（
一
九
一
八
参
謀
本
部
編
）
が
最
初
の
も
の

だ
が
、
そ
の
序
文
に
も
あ
る
通
り
構
想
の
眼
図
は
支
那
論
に
よ
っ
て
い
る
。
支

那
論
は
そ
の
自
序
に
よ
れ
ば
、
｝
九
一
三
年
（
民
蔵
二
年
）
の
十
一
月
か
ら
十

二
月
に
か
け
て
口
述
速
記
さ
れ
た
。
三
月
に
宋
教
仁
が
階
殺
さ
れ
、
十
月
に
嚢

世
凱
が
大
総
統
に
な
っ
た
年
で
あ
り
、
民
国
革
命
の
前
途
が
危
ま
れ
は
じ
め
た

年
で
あ
る
。
著
者
が
畢
世
の
知
識
を
傾
け
て
支
那
の
前
途
を
考
え
た
、
い
わ
ば

経
世
の
書
で
あ
る
。
日
本
入
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
中
国
入
に
改
革
の
や
り

方
を
教
え
ん
と
し
た
意
気
ご
み
さ
え
窺
わ
れ
る
、
当
時
と
し
て
は
極
め
て
笑
践

的
な
書
で
あ
っ
た
。
そ
の
実
践
の
立
場
は
今
日
か
ら
す
れ
ば
佐
伯
有
一
氏
の
指

摘
す
る
（
『
中
国
史
の
時
代
区
分
』
二
五
七
頁
前
後
）
よ
う
に
臼
本
の
大
陸
政
策

の
是
認
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
社
会
経
済
史
的
回
顧
は
（
俊
伯
氏

の
微
視
的
発
展
観
と
ち
が
っ
て
）
宋
以
後
に
著
し
い
発
展
を
認
め
る
態
の
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
巨
視
的
に
み
れ
ば
、
中
世
が
宋
か
ら
始
ま
る
と
す
る

三
聖
派
な
ど
よ
り
は
は
る
か
に
早
期
の
中
国
社
会
の
発
展
を
認
め
て
い
た
の
で

あ
り
、
た
だ
発
展
の
波
長
を
大
き
く
観
た
た
め
に
あ
る
年
代
を
限
る
と
、
微
視

的
研
究
著
の
眼
に
は
そ
れ
が
停
滞
論
の
ご
と
く
映
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は

と
も
か
く
京
都
掌
派
の
分
期
論
の
骨
格
で
あ
る
、
唐
ま
で
を
貴
族
政
治
（
の
ち

の
中
世
）
の
時
代
、
宋
以
後
を
独
裁
政
治
の
時
代
と
す
る
構
想
は
上
記
『
麦
那

政
治
史
綱
領
』
に
は
っ
き
り
出
て
い
る
。
た
だ
こ
の
書
で
も
『
支
那
論
』
で
も

貴
族
時
代
の
上
限
が
明
確
で
な
い
。
中
世
の
上
限
（
東
中
）
を
は
っ
き
り
さ
す

た
め
に
は
別
の
範
疇
が
用
い
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
申
国
文
化
の
周
辺
民
族
へ
の

発
展
と
周
辺
か
ら
の
反
援
と
い
う
「
東
洋
史
」
的
範
麟
で
あ
る
（
「
支
那
上
古

史
』
緒
言
、
一
九
二
｝
頃
講
、
一
九
四
四
刊
）
。
支
那
史
は
東
洋
史
に
す
り
か
わ

っ
た
。
こ
こ
に
内
藤
氏
の
分
概
論
の
弱
点
が
あ
る
。
分
期
理
論
は
ま
ず
丹
羽
正

義
氏
に
よ
っ
て
強
化
を
策
さ
れ
た
。
　
丹
羽
氏
の
範
疇
は
二
つ
あ
る
。
　
一
つ
は

「
全
歴
史
過
程
を
二
大
対
比
と
な
し
、
現
在
の
笑
現
さ
れ
つ
つ
あ
る
文
化
の
隠

子
を
近
世
と
し
、
之
と
全
く
異
れ
る
交
化
が
婁
現
さ
れ
た
り
し
盛
代
を
古
代
と

し
、
」
　
両
方
を
含
む
過
渡
期
を
中
世
と
す
る
、
一
般
的
範
囎
で
あ
る
。
い
ま
一

つ
は
中
国
史
の
特
殊
性
を
示
す
範
疇
で
あ
っ
て
、
古
代
（
西
詩
よ
り
漢
ま
で
）

は
政
治
的
価
値
（
国
家
）
実
現
の
時
代
、
近
世
（
五
代
よ
り
清
ま
で
）
は
普
遍

的
壁
塗
（
超
国
家
）
価
値
笑
現
の
瞬
代
と
し
、
中
世
は
過
渡
期
と
す
る
『
（
丹
羽

歴
史
学
概
論
』
一
九
二
露
、
二
二
八
頁
以
下
）
。
　
リ
ッ
ケ
ル
ト
の
歴
史
哲
学
か

ら
導
か
れ
た
文
化
史
観
で
あ
る
。

　
戦
後
宇
都
宮
清
吉
氏
は
得
羽
氏
と
は
べ
つ
の
観
方
に
よ
る
文
化
史
観
に
よ
っ

て
内
藤
的
二
期
理
論
を
批
判
し
、
か
つ
強
化
し
よ
う
と
し
た
。
　
「
東
洋
申
導
爆

の
領
域
」
（
「
東
光
」
二
、
　
一
九
四
七
。
　
『
漢
書
社
会
経
済
史
研
究
』
一
九
五
五
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所
収
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
特
色
は
、
文
化
塑
の
内
容
を
一
般
的
に
毘
族
・

文
化
・
地
域
と
き
め
、
そ
れ
ら
の
変
遷
が
時
代
を
き
め
る
基
誰
と
な
る
こ
と
が

　
つ
、
風
蘭
代
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
「
聯
代
絡
」
を
も
ち
、
発
展
の
相
と
と

も
に
「
完
結
の
相
」
を
持
つ
と
し
た
こ
と
が
一
つ
で
あ
る
。
宇
都
宮
氏
に
よ
れ

ば
秦
漢
に
完
成
す
る
古
代
の
常
代
格
は
「
礼
教
的
か
つ
法
術
的
政
治
性
」
で
あ

る
。
中
歯
は
二
つ
の
時
代
絡
を
も
つ
。
六
朝
の
霞
律
性
（
個
人
の
精
神
に
も
社

会
的
集
団
で
あ
る
豪
族
・
荘
園
に
も
自
立
性
が
あ
る
）
と
い
う
時
代
絡
と
、
晴

唐
の
、
政
治
性
と
自
律
性
と
の
融
合
と
い
う
時
代
格
と
で
あ
る
。
中
世
を
丹
羽

氏
の
ご
と
く
単
な
る
過
渡
期
と
せ
ず
に
そ
れ
團
身
完
成
体
と
み
た
と
こ
ろ
に
意

昧
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
申
倣
を
二
つ
の
時
代
絡
に
よ
っ
て
し
か
処
理
で
き
な
か

っ
た
点
に
弱
昧
が
あ
り
、
晴
唐
帝
国
の
存
在
は
後
述
の
総
研
派
と
同
様
、
こ
こ

で
も
一
つ
の
癌
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
内
藤
氏
は
晴
唐
帝
国
の
存
在

に
眼
を
礁
わ
れ
る
こ
と
な
し
に
、
申
国
社
会
は
六
朝
か
ら
唐
の
半
ま
で
一
貫
し

て
世
族
に
支
配
さ
れ
て
い
た
こ
ど
を
折
角
ほ
り
下
げ
て
発
見
し
た
の
に
、
そ
の

構
想
が
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
．
宇
都
宮
氏
は
ま
た
、
　
内
藤
氏
が
設
け
た
古

代
・
申
世
・
近
世
の
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
申
間
に
あ
る
二
つ
の
長
い
過
渡
期
を
も
解

消
し
た
。
そ
の
説
明
は
略
す
る
が
、
と
も
か
く
丈
化
聖
観
と
し
て
は
｝
段
進
歩

し
た
分
期
理
論
だ
つ
た
と
思
う
。
宇
都
宮
氏
の
労
組
論
の
意
義
は
、
し
か
し
な

が
ら
む
し
ろ
そ
れ
が
戦
後
に
出
現
し
た
こ
と
、
そ
し
て
後
述
の
前
田
直
典
氏
の

理
論
を
誘
発
し
た
点
に
あ
る
。

　
宮
崎
市
定
氏
の
世
界
史
的
繕
想
は
一
九
三
九
年
の
「
東
洋
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

と
西
洋
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
（
「
史
林
」
二
五
・
四
、
二
六
・
一
）
に
初
見
し
、

一
九
五
〇
年
の
『
東
洋
的
近
世
』
に
詳
述
し
て
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
起
源
は
宮

崎
氏
の
西
ア
ジ
ア
旅
」
行
（
…
九
三
七
）
に
、
さ
ら
に
桑
原
手
事
博
士
の
ア
ラ
ビ

ヤ
研
究
に
ま
で
樵
る
こ
と
は
氏
の
旅
行
記
『
密
漁
蛮
記
』
　
（
一
九
四
四
）
を
見

れ
ば
分
る
。
要
す
る
に
ヨ
…
ロ
ッ
パ
世
界
の
ほ
か
に
、
西
ア
ジ
ア
世
界
を
一
つ

の
高
度
の
文
化
を
も
つ
た
歴
史
観
界
と
考
え
、
こ
の
ご
つ
の
世
界
と
東
ア
ジ
ア

世
界
と
の
対
比
に
お
い
て
、
時
代
区
分
の
基
準
の
原
理
を
見
出
そ
う
と
い
う
の

で
あ
る
。
　
三
つ
の
世
界
に
共
通
の
歴
史
現
象
を
抽
象
す
る
と
、
　
そ
れ
は
統
一

（
古
代
）
・
分
裂
（
中
世
）
・
再
統
一
（
近
世
）
と
い
う
図
式
に
な
る
。
東
ア
ジ

ア
で
は
こ
の
図
式
は
漢
の
統
一
、
六
朝
の
分
裂
、
宍
の
統
一
に
対
応
す
る
。
と

こ
ろ
が
こ
の
理
論
で
も
晴
唐
の
統
一
が
邪
魔
に
な
っ
て
い
る
。
宋
以
後
を
近
世

と
す
る
実
証
で
は
、
宮
崎
説
は
内
容
豊
浜
で
あ
る
。
項
目
だ
け
拾
っ
て
み
る
と
、

ま
ず
氏
の
得
意
の
交
通
論
で
は
、
近
世
は
大
運
河
を
大
動
脈
と
す
る
運
河
中
心

経
済
の
時
代
だ
つ
た
（
晩
清
か
ら
の
最
近
世
は
海
洋
中
心
蒔
代
）
。
か
つ
ま
た
交

換
経
済
の
時
代
だ
つ
た
。
生
産
は
分
業
（
地
域
酌
・
工
程
酌
）
の
時
代
に
入
り
、

税
制
で
は
諜
利
（
塩
な
ど
の
商
贔
税
）
が
大
き
く
な
っ
た
。
歴
研
派
で
は
農
奴

と
み
な
さ
れ
る
佃
戸
は
こ
こ
で
は
自
由
民
の
小
作
人
と
規
定
さ
れ
る
。
独
裁
政

治
に
つ
い
て
は
内
藤
説
と
同
じ
だ
が
、
そ
の
ほ
か
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
同
様
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
今
周
の
民
族
主
義
）
を
も
っ
て
近
世
の
特
色
と
す
る
。
交

化
現
象
で
は
三
改
丁
共
通
の
現
象
と
し
て
ル
ネ
サ
ン
ス
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
内
容
は
豊
富
だ
が
各
現
象
間
の
体
系
づ
け
が
や
や
足
り
な
い
の
で
要
約

に
も
骨
が
折
れ
る
。
特
に
祉
会
経
済
現
象
に
つ
い
て
は
常
識
的
な
叙
述
で
、
面

白
く
て
明
快
だ
が
、
分
析
の
鋭
さ
が
欠
け
る
点
で
、
し
ば
し
ば
若
い
入
た
ち
の

批
判
の
好
餌
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
近
博
西
洋
史
学
著
の
が
わ
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
わ
　
　
コ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
即
全
世
界
史
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
塑
は
～
つ
の
世
界
史
で
あ

る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
見
方
が
、
　
時
代
区
分
と
関
連
し
て
提
案
さ
れ
て
い
る

（
前
川
貞
次
郎
「
ヨ
！
質
ッ
パ
史
へ
の
反
省
」
　
「
文
化
史
学
」
　
　
、
瓢
、
　
一
九
五
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六
・
一
二
）
。
　
こ
れ
は
宮
崎
氏
の
世
界
史
的
構
想
と
ほ
ん
の
隣
り
あ
わ
せ
の
提

案
で
お
る
。
わ
が
国
の
オ
リ
エ
ン
ト
史
学
が
も
っ
と
発
達
す
れ
ば
、
こ
の
わ
ず

か
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
当
然
埋
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
歴
研
派
の
分
期
論
、
と
く
に
古
代
の
部
分
に
つ
い
て
は
既
述
の
西
島
氏
の
展

望
が
あ
り
、
私
の
以
前
の
展
望
も
歴
研
派
に
関
す
る
部
分
は
学
籍
で
も
そ
れ
ほ

ど
変
え
る
必
要
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
西
島
氏
の
今
度
の
展
望
は
か
つ
て
の

激
し
い
態
度
は
な
く
、
よ
ほ
ど
公
正
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
精
密
な

自
己
批
判
を
行
っ
て
、
残
さ
れ
た
問
題
を
丁
寧
に
挙
げ
て
あ
る
の
は
立
派
だ
と

謡
う
。
私
が
こ
こ
で
改
め
て
展
望
を
繰
返
す
必
要
は
ほ
と
ん
ど
な
い
わ
け
だ
が
、

紹
介
の
意
昧
で
ほ
ん
の
あ
ら
す
じ
だ
け
を
述
べ
て
み
よ
う
。

　
　
一
九
四
八
年
前
田
滝
典
氏
は
有
名
な
「
東
ア
ジ
ア
に
於
け
る
古
代
の
終
宋
」

（『

?
国
史
の
時
代
区
分
』
所
収
）
を
前
記
宇
都
宮
氏
の
論
文
の
批
判
と
し
て
書

い
た
。
こ
の
論
文
は
二
つ
の
新
提
案
を
含
ん
で
い
る
。
　
一
つ
は
東
ア
ジ
ア
史
を

　
一
つ
の
歴
史
体
と
し
て
考
え
、
そ
の
諸
図
の
歴
史
の
発
展
段
階
に
は
時
間
的
に

も
弘
遠
性
が
あ
る
と
す
る
。
結
論
と
し
て
、
申
國
の
発
展
は
常
に
最
も
先
行
す

．
る
が
、
そ
の
早
さ
の
ず
れ
は
昔
ほ
ど
大
き
く
、
年
代
が
降
る
に
つ
れ
て
は
ば
が

狭
ま
る
。
古
代
の
終
末
は
安
国
で
は
唐
末
・
五
代
（
＋
世
紀
）
、
日
本
で
は
平
安

末
期
（
十
二
世
紀
）
と
い
う
ぐ
あ
い
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
提
案
で
は
朝

鮮
の
平
行
的
な
発
展
の
し
か
た
が
電
要
な
条
件
に
な
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、

そ
の
後
こ
の
方
颪
を
ほ
り
さ
げ
る
努
力
が
な
ん
ら
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
私
は

前
に
詣
下
し
て
お
い
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
酉
鳥
氏
の
展
望
は
顛
か
む
り

の
態
で
あ
る
。
第
二
は
、
西
島
氏
に
よ
れ
ば
、
加
藤
繁
氏
の
見
解
－
唐
以
前
に

は
奴
隷
が
麹
当
多
く
、
以
後
は
佃
戸
が
麦
配
的
に
な
る
一
に
基
い
て
、
唐
以
前

を
奴
隷
綱
社
会
と
み
な
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
田
氏
は
ほ
ん
の
実
証
の

見
本
を
派
す
程
度
で
終
っ
た
の
で
、
醤
島
得
た
ち
が
、
こ
の
第
一
一
の
提
案
の
実

証
に
乗
り
出
し
た
わ
け
で
あ
る
。
前
田
提
案
は
当
聴
、
石
母
田
正
氏
等
の
日
本

史
学
者
の
刺
戟
を
大
い
に
受
け
て
生
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
て
っ
と
り
ば
や
く
い

え
ば
日
本
史
学
者
が
中
國
の
歴
史
を
証
本
の
歴
史
に
右
へ
な
ら
え
さ
せ
る
た
め

に
古
代
を
唐
ま
で
ひ
き
ず
り
下
ろ
さ
せ
た
形
で
あ
る
。
こ
の
強
引
な
決
定
の
た

め
に
歴
研
派
の
人
々
は
今
日
ま
で
大
へ
ん
な
苦
労
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

一
方
こ
の
提
案
は
戦
後
に
で
き
た
「
世
界
史
」
1
茜
洋
史
之
東
洋
史
を
無
理
論

的
に
併
せ
た
も
の
一
の
書
き
直
し
の
時
期
に
当
っ
て
い
た
の
で
、
ま
た
た
く
聞

に
多
く
の
概
説
書
や
高
校
教
科
曽
及
び
参
考
書
に
と
り
い
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

歴
研
派
は
あ
と
へ
ひ
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
と
や
や
似
た
事
情
は

山
国
の
古
史
分
期
の
ば
あ
い
に
も
あ
み
が
、
提
案
す
る
方
も
受
入
れ
る
方
も
笑

践
意
識
に
燃
え
て
い
た
時
期
の
こ
と
な
の
だ
か
ら
深
く
と
が
め
る
に
は
当
ら
な

い
と
思
う
。

　
西
島
定
生
氏
の
古
代
分
期
理
論
は
「
古
代
國
家
の
権
力
昏
怠
」
　
（
｝
九
五
〇

歴
研
大
会
報
告
）
に
詳
し
く
、
そ
の
大
す
じ
は
今
日
ま
で
あ
ま
り
変
っ
て
い
な

い
。
こ
の
報
告
は
前
田
提
案
の
ほ
か
に
二
つ
の
新
し
い
テ
ー
マ
を
含
ん
で
い
る
。

第
一
は
春
秋
戦
国
の
変
革
・
を
、
鉄
製
農
具
の
出
現
と
早
地
農
法
の
成
立
と
い
う

生
産
力
の
発
展
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
園
の
郭
沫
叢

説
と
同
樋
の
考
え
方
で
あ
る
。
熱
地
農
法
の
成
立
は
共
同
体
社
会
を
分
解
さ
せ

て
家
父
長
的
土
地
所
有
制
を
成
立
さ
し
た
。
こ
の
家
父
長
浜
土
地
所
有
者
は
共

同
体
か
ら
落
伍
し
た
劣
敗
春
を
吸
．
冠
し
て
家
内
奴
隷
主
と
な
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
こ
の
早
地
雷
法
論
は
そ
の
後
天
野
元
之
助
氏
の
鋭
い
批
判
を
浴
び
た
。
そ

の
た
め
か
ど
う
か
分
ら
な
い
が
今
度
の
西
島
展
望
…
に
は
姿
を
消
し
て
い
る
。
第

二
は
漢
代
以
後
の
盛
会
を
如
何
に
し
て
奴
隷
一
心
（
生
産
奴
隷
の
）
と
規
定
す
る
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か
の
実
証
理
論
で
あ
る
。
生
産
奴
隷
の
数
が
支
配
的
で
な
か
っ
た
と
い
う
前
提

か
ら
出
発
す
る
。
小
作
経
営
は
い
つ
の
時
代
に
も
あ
る
が
、
　
「
当
時
広
汎
に
存

在
す
る
神
田
と
呼
ば
れ
る
小
作
経
営
」
は
い
わ
ば
家
内
奴
隷
主
（
大
土
地
所
有

蛮
）
の
外
延
に
あ
る
も
の
で
、
そ
の
小
作
人
は
い
つ
な
ん
ど
き
で
も
奴
隷
に
身

を
お
と
す
べ
き
悪
条
件
を
具
え
て
い
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
農
奴
制
と
い
う
に

は
応
わ
し
く
な
い
。
結
局
こ
う
い
う
状
態
全
体
を
甲
国
吉
代
の
特
殊
な
奴
隷
制

だ
と
み
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
方
は
今
度
の
展
望
に
も
そ
の
ま
ま

紹
介
し
て
あ
る
。
西
島
氏
は
こ
の
あ
と
漢
の
高
祖
集
団
に
関
す
る
論
交
　
（
「
歴

研
」
　
一
四
一
、
　
一
九
四
九
）
を
蛍
閏
い
た
が
増
淵
龍
夫
・
守
屋
美
都
雄
氏
ら
の
批

判
を
受
け
た
。
展
望
の
後
半
は
こ
の
論
争
に
費
さ
れ
て
い
る
。
西
島
氏
も
自
己

批
判
し
て
い
る
よ
う
に
、
皇
帝
と
そ
の
周
賑
の
者
の
関
係
を
調
べ
て
み
て
も
、

そ
れ
が
生
産
関
係
に
結
び
つ
か
な
い
こ
と
は
常
識
で
考
え
て
も
明
か
な
こ
と
で
、

西
島
氏
の
こ
の
試
み
は
分
期
論
に
は
大
し
た
寄
与
を
し
な
か
っ
た
、
と
私
は
み

て
い
る
。
だ
い
た
い
マ
ル
ク
ス
主
義
湿
糠
蓄
な
ら
何
故
ま
ず
生
産
関
係
の
究
明

か
ら
出
発
し
な
い
の
か
私
は
不
論
議
で
し
か
た
が
な
い
。
史
料
的
困
難
は
む
ろ

ん
あ
る
だ
ろ
う
が
、
一
応
人
事
を
尽
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
西
島
氏
は
、

国
家
と
曲
撲
昆
の
関
係
は
単
な
る
上
部
構
造
で
な
く
、
生
産
関
係
な
の
だ
と
い
う

（『

?
国
史
の
時
代
区
分
』
二
〇
穴
頁
）
。
こ
の
考
え
方
は
申
国
人
に
も
あ
る
が
、

ど
う
も
私
に
は
納
得
で
き
な
い
。
も
し
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ

れ
は
短
か
い
期
間
に
す
ぎ
ず
、
逆
に
国
家
は
い
つ
も
、
申
聞
搾
取
を
排
除
し
て

西
島
氏
の
考
え
の
よ
う
に
直
接
人
民
か
ら
搾
取
し
た
い
と
願
っ
て
は
い
た
が
、

直
々
患
う
に
任
せ
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
状
だ
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

国
家
は
少
く
と
も
唐
以
前
は
、
や
は
り
多
く
の
時
期
に
上
部
構
造
だ
つ
た
と
言

う
の
だ
が
。
と
に
か
く
西
島
氏
は
下
部
構
造
（
生
産
関
係
）
を
洗
う
ま
え
に
、

秦
漢
や
晴
唐
の
帝
国
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
い
る
と
い
う
感
じ
を
私
は
受
け
る
。

そ
し
て
こ
の
傾
向
は
ま
た
日
本
の
中
国
古
代
史
家
の
通
弊
で
は
な
い
か
と
さ
え

思
わ
れ
る
。
申
国
学
者
は
、
逆
に
少
い
史
料
か
ら
い
き
な
り
大
胆
に
下
部
構
造

の
究
明
に
ま
っ
し
ぐ
ら
に
突
入
し
て
粗
雑
な
結
論
を
出
す
の
が
現
在
ま
で
の
通

弊
だ
が
、
最
近
少
し
つ
つ
考
証
が
精
密
化
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
ど
ち
ら
を
と

る
か
と
い
え
ば
、
私
は
や
は
り
中
国
の
方
が
正
攻
法
だ
と
思
う
。
精
密
な
考
証

で
な
い
と
論
文
と
し
て
通
用
し
な
い
の
が
日
本
の
学
界
の
長
所
で
も
あ
る
が
、

同
時
に
ま
た
短
所
で
も
あ
る
。
思
し
い
仕
嘉
を
す
る
ば
あ
い
に
は
多
少
の
勇
気

が
必
要
だ
。
今
日
と
な
っ
て
は
私
は
む
し
ろ
か
つ
て
の
西
島
氏
の
勇
気
を
な
つ

か
し
む
と
と
も
に
、
現
在
の
佑
伯
有
一
氏
の
よ
う
な
罵
力
を
祝
福
し
た
い
気
持

で
あ
る
。
少
々
脱
線
し
た
が
、
一
九
五
〇
年
の
歴
研
大
会
の
報
告
に
申
言
の
封

建
制
の
成
立
を
受
持
つ
た
の
は
堀
敏
一
氏
（
「
中
国
に
お
け
る
封
建
国
家
の
形

態
」
）
だ
っ
た
。
歴
研
派
の
宋
以
後
封
建
論
は
周
藤
吉
之
氏
の
佃
戸
に
関
す
る
考

証
を
一
つ
の
論
拠
と
し
て
い
る
。
周
藤
氏
の
考
証
を
石
母
田
正
氏
が
分
析
し
て
、

宋
代
の
佃
芦
制
を
古
代
末
期
の
コ
ロ
ナ
ー
ト
制
一
佃
戸
は
奴
隷
に
近
い
一
に
似

て
い
る
と
考
え
た
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
憶
む
ろ
ん
宮
崎
県
の
い
う
よ
う
な
近
世

的
な
自
由
な
小
作
人
で
あ
る
わ
け
は
な
く
、
当
然
農
奴
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の

論
拠
は
、
　
西
島
氏
の
生
産
力
発
展
説
で
あ
る
。
　
西
島
氏
は
「
隈
鎧
の
彼
方
」

（「

J
研
」
一
二
五
、
一
九
四
七
）
な
る
論
文
で
、
唐
代
申
期
以
後
の
華
北
の
二

年
三
毛
作
普
及
を
閣
か
に
し
た
。
こ
れ
と
江
南
の
稲
作
普
及
な
ど
を
併
せ
考
え

て
、
こ
の
生
産
力
の
発
展
が
奴
隷
制
よ
り
封
建
制
へ
の
移
行
に
対
応
す
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
歴
研
大
会
で
堀
氏
が
特
に
問
題
に
し
た
の
は
、
ま
た

し
て
も
上
部
構
造
の
集
権
国
家
（
宋
以
後
の
）
で
あ
っ
た
。
封
建
時
代
に
宋
の

よ
う
な
強
・
刀
な
藥
権
国
家
が
生
れ
る
の
は
お
か
し
い
。
こ
と
に
そ
の
国
家
は
繭
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隣
代
の
遺
物
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
の
ち
益
々
強
大
に
な
っ
て
ゆ
く
に
至

っ
て
は
算
氏
な
ら
ず
と
も
当
惑
せ
ざ
る
を
得
ま
い
。
そ
こ
で
堀
氏
は
こ
の
難
関

を
切
抜
け
る
た
め
に
、
農
民
の
自
立
性
と
い
う
考
え
を
導
入
し
た
。
そ
し
て
石

母
田
氏
が
そ
の
諭
を
助
け
た
。
黄
巣
の
乱
の
よ
う
な
大
規
摸
な
翫
を
起
し
得
る

ご
と
き
農
民
を
も
つ
中
国
で
は
、
地
方
的
な
領
主
や
大
地
主
で
は
秩
序
が
維
持

し
き
れ
な
い
か
ら
、
も
っ
と
強
大
な
中
央
集
権
を
必
要
と
し
た
の
だ
。
原
則
と

し
て
、
中
世
は
分
権
的
で
は
あ
る
が
、
上
部
構
造
は
そ
の
時
、
そ
の
土
地
の
生

産
関
係
の
特
殊
相
に
応
じ
て
変
る
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
（
石
母
田
「
封
建
国
家

に
関
す
る
理
論
的
諸
問
題
」
一
九
五
〇
歴
研
大
会
報
告
）
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
解
決
の
し
か
た
は
誰
が
み
て
も
い
さ
さ
か
苦
し
い
。
最
近
堀
氏
は
「
唐
末

の
変
革
と
農
民
層
の
分
解
」
（
「
歴
史
評
論
」
八
八
、
一
九
五
七
）
に
お
い
て
補

強
を
試
み
て
い
る
。
心
心
が
宋
以
後
封
建
説
を
強
化
す
る
た
め
に
新
た
に
も
ち

出
し
た
の
は
、
題
名
の
と
お
り
農
民
腿
の
分
解
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
分
解

の
契
機
は
両
税
法
の
施
行
だ
つ
た
。
…
立
看
を
含
む
こ
の
新
税
法
は
農
民
を
流
通

経
済
の
な
か
へ
捲
き
こ
み
、
そ
こ
か
ら
混
乱
が
起
っ
て
、
　
「
均
田
農
畏
」
か
ら

一
方
で
は
貧
農
や
破
産
者
と
、
一
方
で
は
非
農
民
が
生
じ
た
。
非
農
民
の
中
か

ら
総
桐
の
よ
う
な
商
人
も
生
れ
た
。
江
南
の
豪
商
を
掠
奮
に
向
う
客
商
は
時
に

群
盗
と
な
る
。
こ
れ
に
多
数
の
貧
農
が
加
わ
っ
て
黄
巣
の
乱
の
よ
う
な
大
乱
が

起
る
。
客
商
と
い
い
貧
農
と
い
い
、
い
ず
れ
も
分
解
し
た
農
民
で
あ
り
、
彼
等

こ
そ
が
唐
朝
を
倒
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
は
話
は
分
る
が
、
こ

れ
が
封
建
制
と
ど
う
関
係
す
る
の
か
私
に
は
よ
く
分
ら
な
い
。
堀
氏
の
「
費
巣

の
叛
乱
－
唐
末
変
身
の
一
考
察
」
（
「
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
」
　
一
三
、
　
一
九
五

七
・
一
〇
の
予
定
）
を
待
ち
た
い
。

　
最
近
の
分
蔓
穂
　
以
上
は
だ
い
た
い
一
九
五
〇
年
前
後
ま
で
の
大
勢
で
あ
る

が
、
そ
の
後
分
立
そ
の
も
の
に
は
大
き
な
動
き
は
見
ら
れ
な
い
。
蔑
伯
蟹
氏
の

来
朝
が
刺
戟
に
な
っ
て
分
期
論
は
ま
た
活
濃
化
す
る
か
と
思
っ
て
い
た
私
の
期

待
は
外
れ
て
し
ま
っ
た
。
と
は
い
う
も
の
の
若
干
の
進
展
は
あ
る
か
ら
、
以
下

私
の
知
っ
て
い
る
も
の
だ
け
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

　
分
身
論
そ
の
も
の
と
し
て
は
、
池
田
頂
戴
と
天
野
元
之
助
氏
の
も
の
が
あ
る

だ
け
だ
。

　
池
田
誠
氏
は
唐
宋
の
変
革
を
も
つ
て
、
中
世
の
再
編
成
で
あ
る
と
み
な
す
。

い
い
か
え
れ
ば
宋
の
前
の
唐
も
中
世
だ
つ
た
。
そ
し
て
中
世
の
上
限
は
ま
だ
研

究
し
て
い
な
い
、
と
い
う
説
で
あ
る
。
池
田
氏
は
、
飼
い
歴
史
の
申
に
「
農
罠

の
解
放
」
の
動
き
を
少
し
で
も
よ
み
と
ろ
う
と
す
る
実
践
的
な
思
想
と
、
か
く

か
く
の
事
象
に
は
必
ず
そ
れ
を
そ
う
あ
ら
し
め
る
歴
史
的
条
件
が
あ
っ
た
の
だ

と
す
る
厳
格
な
因
果
思
想
の
持
主
で
あ
る
。
こ
の
ご
つ
の
思
想
を
基
調
と
し
て

唐
代
後
半
の
諸
事
象
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
分
析
的
に
叙
述
し
た
の
が
「
唐
宋
の
変
革

に
つ
い
て
の
再
検
討
」
　
（
一
九
五
四
日
本
史
研
究
会
大
会
報
告
）
で
あ
る
が
、

要
約
の
専
門
家
を
も
つ
て
臨
任
す
る
私
も
こ
の
文
掌
的
な
演
説
に
は
匙
を
投
げ

た
。
読
者
冑
身
原
文
に
つ
い
て
氏
の
熱
血
を
昧
得
し
て
頂
く
よ
り
手
が
な
い
。

　
天
野
元
之
助
氏
の
分
期
説
が
日
本
に
生
れ
た
の
は
、
勢
伯
蟹
氏
来
朝
の
影
響

の
唯
一
の
結
実
だ
と
い
え
る
。
か
つ
、
中
国
掌
界
の
論
争
と
同
じ
次
元
に
立
っ

て
論
争
に
参
加
し
た
唯
一
入
の
日
本
人
で
あ
る
。
天
野
氏
は
農
業
、
と
く
に
農

業
技
術
史
の
専
門
家
だ
か
ら
、
そ
の
分
遣
説
は
生
産
力
を
重
視
す
る
立
場
に
立

っ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
れ
と
と
も
に
氏
は
今
日
の
日
本
に
は
珍
し

く
史
的
唯
物
払
珊
に
中
心
鯛
網
な
（
む
し
ろ
・
甲
国
風
の
）
マ
ル
ク
ス
主
義
史
学
者
で
あ

る
よ
う
だ
。
そ
の
所
説
は
生
産
関
係
の
み
を
重
視
す
る
隼
人
蟹
氏
一
派
と
は
正

反
対
で
あ
り
、
む
し
ろ
郭
沫
若
氏
に
近
い
。
「
時
代
区
分
論
争
に
寄
せ
て
」
（
「
現
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代
中
国
」
三
二
、
一
九
五
六
・
三
）
に
よ
っ
て
結
論
か
ら
い
う
と
、
股
と
西
周

を
コ
般
的
奴
隷
制
社
会
」
、
春
秋
か
ら
漢
ま
で
を
「
一
般
的
奴
虹
野
里
か
ら
古
典

古
代
の
奴
隷
捌
へ
の
傾
斜
」
、
　
六
朝
を
「
よ
り
高
度
な
奴
隷
制
生
産
」
の
時
期

と
み
る
の
で
あ
る
。
下
限
は
論
じ
て
い
な
い
。
「
一
般
的
」
と
い
う
の
は
顕
著

で
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
　
「
傾
斜
」
も
同
様
で
あ
る
。
郭
沫
黒
氏
は
鉄
農

具
の
出
現
の
故
に
春
秋
戦
國
［
を
「
時
代
」
の
転
換
期
と
し
た
が
、
天
野
氏
も
こ

の
隣
代
に
鉄
農
具
と
牛
惣
耕
を
認
め
る
。
し
か
し
そ
の
黎
は
の
ち
に
現
わ
れ
る

反
転
箪
で
は
な
く
単
純
な
形
の
塑
だ
か
ら
、
こ
の
蒔
の
按
術
進
歩
は
「
眸
代
」

を
劃
す
る
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
い
。
之
に
反
し
て
六
朝
の
接
術
進
歩
こ
そ

劃
期
的
な
の
だ
か
ら
、
こ
の
時
期
に
高
度
な
生
産
力
発
展
を
認
め
る
べ
き
だ
と
・

い
う
論
法
で
あ
る
。
生
産
関
係
の
分
析
は
荒
け
ず
り
に
過
ぎ
る
が
、
生
産
力
の

研
究
で
は
天
野
氏
ほ
ど
系
統
的
に
や
っ
た
人
は
い
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
の
意
味

で
こ
の
試
論
は
強
い
示
唆
を
－
特
に
六
朝
に
関
し
て
1
含
ん
で
い
る
。

　
つ
ぎ
に
分
官
僚
に
関
係
の
あ
る
論
文
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
申
國
で
は
股
代
が

奴
隷
制
だ
つ
た
こ
と
は
、
今
日
誰
も
反
対
す
る
者
が
な
い
。
　
「
重
継
奴
隷
下
汐

論
」
（
『
甲
骨
学
商
史
論
叢
』
一
九
四
五
所
収
）
を
欝
い
た
胡
厚
賞
氏
も
今
冒
で

は
奴
隷
制
論
者
に
転
じ
て
い
る
ら
し
い
。
台
湾
の
董
作
賓
氏
の
非
奴
隷
説
は
私

は
ま
だ
読
ん
で
い
な
い
。
こ
の
二
入
と
嗣
じ
く
、
芸
談
な
甲
骨
遊
撃
考
証
か
ら

設
代
が
奴
隷
祉
套
で
な
い
こ
と
を
論
じ
た
も
の
に
白
川
静
「
股
代
の
殉
葬
と
奴

隷
制
に
（
「
立
命
館
大
学
人
交
科
学
研
究
所
紀
要
扁
二
）
が
あ
る
、
．
こ
れ
は
郵
沫

蓋
氏
が
、
股
撞
の
大
墓
の
曲
目
・
不
な
殉
｛
葬
者
を
単
純
に
奴
隷
な
り
と
断
じ
た
こ
と

へ
の
反
論
で
あ
る
。
白
川
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
人
殉
は
犠
牲
獣
と
同
じ
意

　
　
い
き
に
え

味
の
牲
で
あ
っ
て
、
奴
隷
な
ど
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
遷
代
で
は
晶
元
・
南

な
ど
の
外
憂
は
い
つ
も
入
殉
狩
り
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
白
川
氏
の

論
証
は
詳
密
を
極
め
て
い
て
ほ
と
ん
ど
反
論
の
余
地
は
な
い
。
貝
塚
茂
樹
氏
は

一
九
五
六
年
の
塑
過
す
会
大
会
で
「
酉
周
の
社
会
」
と
い
う
講
演
を
し
た
。
そ
の

要
旨
（
「
史
学
雑
誌
」
六
五
・
一
二
、
　
一
九
五
六
・
一
二
）
に
よ
れ
ば
、
奴
隷
制
か

ら
農
奴
制
へ
の
転
換
は
西
周
中
期
（
前
九
五
〇
頃
）
に
現
わ
れ
は
じ
め
る
が
、

こ
れ
は
西
周
の
本
拠
で
あ
る
陳
西
省
内
に
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
転
換
が
黄
河

下
流
の
東
方
世
界
で
実
現
さ
れ
る
の
は
春
款
申
期
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
も
地
域
に

よ
っ
て
早
い
お
そ
い
が
あ
る
。
結
局
こ
の
転
換
は
西
周
中
期
か
ら
春
款
申
期
に

か
け
て
の
長
い
過
渡
期
を
経
て
実
現
し
た
と
考
え
る
。
講
演
後
の
貝
塚
氏
の
話

で
は
、
こ
れ
は
萢
丈
瀾
…
氏
の
西
周
以
後
封
建
説
と
郭
沫
若
氏
の
春
秋
中
期
以
抽
依

封
建
説
と
の
折
衷
論
だ
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
戦
国
か
ら
秦
漢
へ
か
け
て
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
股
。
西
周
に
比
べ
て
は
る

か
に
論
文
が
多
い
。
私
が
す
で
に
読
ん
だ
も
の
だ
け
を
あ
げ
る
が
、
こ
の
選
択

に
は
何
の
意
昧
も
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
西
畠
定
生
氏
は
目
下

秦
か
ら
漢
へ
か
け
て
の
爵
制
を
テ
ー
マ
と
し
て
研
究
し
て
い
る
と
い
う
話
だ
つ

た
。
こ
れ
は
五
等
爵
の
爵
で
は
な
ぐ
、
下
々
の
人
民
に
ま
で
及
ん
で
い
る
、
い

わ
ば
市
民
権
の
印
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
こ
の
テ
ー
マ
を
本
に
し
て

西
島
氏
は
趨
勢
の
国
家
と
人
民
の
関
係
を
再
検
討
す
る
意
図
ら
し
い
の
で
、
そ

の
成
果
を
私
は
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。
西
島
氏
の
漢
代
奴
隷
制
論
に
強
く
反

対
す
る
人
に
宇
都
宮
清
吉
氏
が
あ
る
。
　
一
二
〇
頁
に
近
い
長
篇
「
億
一
約
研
究
」

（
一
九
五
三
発
蓑
、
宇
都
宮
『
溝
代
物
余
経
済
史
研
究
』
豊
漁
）
が
そ
れ
で
あ

る
。
前
二
世
紀
か
ら
後
二
世
紀
ま
で
の
長
い
聞
に
、
い
わ
ゆ
る
中
世
的
な
…
蒙
族

と
荘
園
経
済
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
き
、
こ
の
祉
会
王
命
は
三
世
紀
（
挙
国
）
に
完

成
す
る
。
京
都
掌
派
の
考
え
方
で
あ
る
。
億
約
は
前
一
世
紀
（
前
漢
）
の
ユ
ー

モ
ア
交
掌
だ
。
こ
れ
を
も
っ
て
支
配
的
な
奴
隷
制
の
証
拠
と
は
で
き
な
い
。
漢
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代
で
も
小
作
経
鴬
は
有
利
で
あ
り
、
小
作
制
は
圧
倒
的
に
優
勢
だ
つ
た
。
一
方

漢
代
で
は
奴
隷
の
値
毅
は
高
価
で
、
奴
隷
経
営
に
は
大
き
な
資
本
を
要
し
た
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
奴
隷
経
営
と
小
作
経
営
の
細
か
い
比
較
ま
で
し
た
精
密
な

論
文
だ
が
、
居
延
漢
簡
の
研
究
に
進
捗
に
つ
れ
て
漢
代
研
究
は
ま
だ
ま
だ
進
展

す
る
だ
ろ
う
か
ら
、
宇
都
宮
疑
の
結
論
も
最
終
的
の
も
の
と
は
い
え
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
游
侠
の
研
究
で
有
名
な
増
淵
龍
豪
渓
、
秦
の
陪
随
、
爵
制
の
研
究

者
で
あ
る
守
屋
美
都
雄
、
軍
中
藍
次
期
の
諸
研
究
は
重
要
だ
が
直
接
に
は
分
期

論
に
結
び
つ
か
な
い
の
で
省
略
し
て
お
く
。
増
淵
氏
の
「
申
国
古
代
〃
仕
懸
の
発

展
に
関
す
る
戦
後
の
体
系
的
把
握
の
試
み
に
つ
い
て
（
『
現
代
歴
史
学
の
新
向

動
』
　
一
九
五
一
工
所
収
）
は
普
通
の
展
望
と
ち
が
っ
て
、
氏
の
見
識
を
示
す
立
派

な
学
説
塑
で
あ
る
。
”
私
は
前
の
展
望
を
書
く
と
き
に
こ
の
論
交
に
大
い
に
お
世

話
に
な
っ
た
。

　
実
証
を
通
じ
て
で
は
あ
る
が
、
最
も
分
墨
黒
に
近
づ
い
た
の
は
河
地
重
造
氏

で
あ
る
。
農
業
時
代
に
あ
っ
て
は
、
生
産
関
係
を
最
も
よ
く
表
現
す
る
も
の
は

土
地
所
有
制
で
あ
る
が
、
河
地
氏
は
「
漢
代
の
土
地
所
有
制
に
つ
い
て
」
（
「
経

済
学
年
報
扁
五
、
一
九
五
五
）
に
お
い
て
、
端
的
に
生
産
関
係
の
問
題
に
入
っ

た
。
河
地
氏
は
、
漢
帝
国
の
團
家
を
西
島
氏
の
よ
う
に
、
農
民
か
ら
直
接
に
収

糞
す
る
地
主
的
存
在
と
は
み
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
よ
い
と
思

う
。
氏
は
二
代
に
す
で
に
顕
著
な
豪
族
一
私
の
い
わ
ゆ
る
「
国
家
か
ら
み
れ
ば

中
間
搾
取
者
」
1
の
存
在
を
認
め
る
。
豪
族
は
奴
隷
経
営
毒
で
あ
っ
た
が
、
後

渓
に
入
っ
て
農
民
の
分
解
が
激
し
く
な
り
、
同
隠
に
豪
震
の
存
在
が
は
っ
き
り

浮
き
出
る
こ
ろ
か
ら
、
奴
隷
主
で
あ
る
「
漢
代
的
豪
族
経
営
は
次
第
に
コ
ロ
ー

ヌ
ス
的
な
小
農
経
営
へ
の
依
存
度
を
高
め
て
い
っ
た
。
」
「
そ
の
慧
味
で
は
独
立

小
農
畏
や
小
作
貧
農
層
の
担
っ
た
歴
史
的
役
調
は
大
き
い
」
と
す
る
。
つ
ま
り

ぜ
ん
た
い
と
し
て
歴
歴
派
の
総
体
的
奴
隷
説
に
異
存
は
な
い
が
国
家
権
・
刀
を
西

島
氏
の
よ
う
に
は
理
解
し
な
い
立
場
だ
と
思
わ
れ
る
。
河
地
氏
に
は
な
お
「
晋

の
狂
暴
法
に
か
ん
す
る
若
干
の
考
察
」
（
「
経
済
学
雑
誌
」
三
五
・
一
、
二
）
が

あ
り
、
六
朝
に
入
っ
て
か
ら
の
墨
客
制
…
氏
は
、
そ
れ
は
保
留
な
し
に
は
農
奴

制
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
一
の
実
態
を
明
か
に
し
て
い
る
。
な
お
京

都
学
派
の
屋
台
骨
の
一
つ
で
あ
る
六
朝
世
族
説
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
、
後
些
末

か
ら
三
国
に
か
け
．
て
の
転
換
期
の
相
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
た
も
の
に
狩
野

直
撃
「
後
漢
末
の
世
相
と
巴
蜀
の
動
向
」
（
「
東
洋
史
研
究
」
　
一
五
。
三
、
　
一
九

五
七
）
が
あ
る
。

　
三
国
時
代
に
は
、
窟
都
学
派
と
螺
髪
派
と
｝
つ
づ
つ
の
論
交
が
あ
る
。
申
世

の
分
裂
的
傾
向
を
曹
操
の
軍
団
の
構
造
を
通
じ
て
み
よ
う
と
す
る
の
が
川
勝
義

雄
「
曹
操
軍
団
の
構
成
に
つ
い
て
」
（
『
京
大
人
交
科
学
研
究
所
二
五
週
徳
論
文

集
』
一
九
五
四
）
で
あ
る
。
曹
操
の
軍
団
は
豪
侠
的
構
成
を
も
つ
。
豪
族
を
、

知
識
人
と
し
て
里
芋
へ
と
進
む
豪
紳
型
と
、
在
野
的
な
豪
抱
型
と
に
わ
け
る
の

だ
。
豪
侠
的
軍
隊
は
生
活
集
団
か
ら
離
れ
た
政
治
的
集
団
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

解
散
は
容
易
で
あ
り
、
そ
の
性
格
は
遠
心
的
分
散
的
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ

の
論
文
に
対
し
て
西
島
氏
と
同
次
の
考
え
方
を
す
る
五
井
直
弘
氏
は
「
馨
操
政

権
の
性
絡
に
つ
い
て
」
（
「
歴
研
」
一
九
五
、
　
一
九
五
六
）
を
書
い
た
。
警
操
政

権
の
人
的
構
成
は
「
故
意
」
を
申
核
と
す
る
。
故
吏
と
は
私
的
な
、
い
わ
ば
家

の
エ
・
－
郎
党
を
、
親
分
が
聡
慧
の
時
、
茅
、
の
縁
故
で
嘗
隻
に
し
た
も
の
な
の
で
あ

る
．
、
こ
の
関
係
は
歴
研
派
の
主
張
の
～
特
色
で
あ
る
、
家
父
黒
影
構
成
で
あ
っ

て
、
　
（
西
島
氏
の
）
漠
の
高
祖
集
団
の
ば
あ
い
と
同
じ
く
、
こ
れ
は
中
央
集
権

的
な
も
の
だ
、
し
た
が
っ
て
稗
…
操
政
権
の
性
格
は
い
わ
ゆ
る
貴
族
社
会
の
そ
れ

で
は
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
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唐
末
の
変
革
期
を
扱
か
つ
た
も
の
に
、
既
述
の
人
々
の
ほ
か
、
谷
川
道
雄
氏

そ
の
他
の
研
究
が
あ
る
が
私
は
ま
だ
見
て
い
な
い
。

　
鯨
つ
た
頁
で
申
国
史
の
分
書
問
題
ぜ
ん
た
い
に
わ
た
る
感
想
を
少
し
述
べ
る
。

西
洋
史
の
前
川
貞
次
郎
氏
も
い
っ
て
い
る
（
前
出
論
交
）
よ
う
に
、
分
期
論
は

笑
証
史
学
だ
け
の
問
題
で
な
く
、
同
時
に
わ
れ
わ
れ
の
世
界
像
や
歴
史
観
に
か

か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
私
が
ま
え
か
ら
「
実
践
意
識
」
を
云
々
す
る
の
は
、
諸

々
の
歴
史
観
の
な
か
で
社
会
的
な
笑
践
意
識
に
基
づ
く
歴
史
観
や
世
界
像
が
一

番
強
い
と
い
う
意
昧
な
の
だ
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ

て
み
れ
ば
漁
期
論
の
完
全
な
展
望
を
す
る
た
め
に
は
歴
史
観
や
世
界
像
の
発
展
、

さ
ら
に
は
そ
の
バ
ッ
ク
で
あ
る
時
代
思
潮
の
発
展
を
も
あ
と
づ
け
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
は
ず
で
あ
る
。
中
国
の
学
界
の
学
期
論
に
対
し
て
は
特
に
こ
の
こ
と
が
必

要
だ
と
思
う
。
中
国
の
学
界
の
ば
あ
い
は
、
こ
の
ほ
か
に
ソ
連
の
哲
学
や
史
学

の
影
響
に
つ
い
て
も
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ぎ
に
、
現
在
の
分

期
論
の
あ
り
方
だ
が
、
私
の
み
る
所
で
は
中
国
に
お
い
て
も
日
本
に
お
い
て
も

テ
ー
マ
の
択
び
方
が
非
常
に
偏
し
て
い
る
。
例
え
ば
中
国
で
は
西
周
・
春
秋
戦

国
・
秦
漢
は
問
題
に
な
っ
て
も
唐
朱
の
変
革
は
ぜ
ん
ぜ
ん
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。

近
代
を
細
分
す
る
「
時
期
区
分
」
は
論
ぜ
ら
れ
る
が
．
、
「
近
代
」
の
設
定
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
も

も
の
は
ぜ
ん
ぜ
ん
テ
ー
マ
に
な
ら
な
い
。
資
本
主
義
の
萌
芽
の
問
題
も
、
今
日

ま
で
の
と
こ
ろ
は
繭
芽
の
せ
ん
さ
く
に
終
っ
て
、
そ
れ
が
「
近
代
」
　
（
ア
ヘ
ン

戦
争
以
後
）
に
結
び
つ
か
な
い
。
日
本
人
の
こ
の
問
題
に
関
す
る
研
究
も
今
日

ま
で
は
中
川
学
界
と
同
じ
く
清
の
盛
期
で
終
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
日
本
の
掌

着
に
は
濟
温
朝
申
期
以
後
を
埋
め
よ
う
と
い
う
意
図
は
窺
え
る
。
封
建
時
代
に
つ

い
て
も
、
申
国
で
は
ど
こ
が
最
も
成
熟
し
た
時
期
で
あ
る
か
を
見
き
わ
め
よ
う

と
す
る
よ
う
な
動
き
は
一
つ
も
な
い
。
　
…
方
日
本
の
掌
風
は
だ
い
た
い
、
変
革

期
を
と
り
あ
げ
る
や
り
方
に
偏
し
て
い
る
。
例
え
ば
歴
研
派
の
よ
う
に
唐
ま
で

を
奴
隷
制
と
す
る
な
ら
、
当
然
そ
の
成
熟
期
で
あ
る
南
北
朝
（
特
に
南
朝
）
か

ら
二
藍
の
奴
隷
制
の
実
態
を
も
つ
と
明
か
に
す
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、

南
北
朝
に
関
し
℃
は
北
魏
の
均
田
剃
ば
か
り
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た

ぐ
あ
い
で
あ
る
。
申
国
の
近
代
に
至
っ
て
は
、
日
本
人
は
い
っ
た
い
ど
う
思
っ

て
い
る
の
か
の
輪
廓
す
ら
私
に
は
分
ら
な
い
。
分
期
論
は
む
ろ
ん
皆
無
で
あ
る
。

歴
研
派
の
人
々
、
特
に
仁
井
田
発
話
な
ど
は
数
年
前
か
ら
近
代
の
上
限
を
調
べ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
提
唱
し
て
い
た
。
そ
の
結
実
が
田
申
正
俊
・
佐
伯
有

一
平
等
の
研
究
だ
ろ
う
と
思
う
。
だ
が
近
代
の
正
体
は
何
で
あ
る
か
に
は
ぜ
ん

ぜ
ん
及
ん
で
い
な
い
。
坐
－
植
民
地
半
封
建
と
い
わ
れ
る
特
殊
な
社
会
構
造
こ
そ

絶
好
の
研
究
課
題
と
私
な
ど
は
思
っ
て
い
る
の
だ
が
。

　
本
稿
の
本
来
の
目
的
は
こ
の
よ
う
な
問
題
を
提
示
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の

だ
が
、
執
筆
計
画
の
ま
ず
さ
か
ら
そ
こ
ま
で
到
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
私
は
心
か

ら
恥
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
七
・
一
一
。
二
二
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